
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

学校評価アンケートから～新年度に向けて～ 

 

泰日協会学校シラチャ校  校長 酒井憲一  

 

 本年度は３年ぶりに一年をとおして通常登校ができ、教室や運動場など校内に子どもたちの

笑顔と歓声が響き渡る日常を取り戻すことができました。そして、来月には無事に卒業式及び

修了式を迎える運びとなり、これもひとえに保護者の皆様のご理解とご協力によるものと思っ

ています。あらためて深く感謝申し上げます。  

さて、１２月の学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。主な項目に

ついて以下のとおり総括するとともに、新年度に向けて改善できることをすすめていきますの

で、よろしくお願いします。  

 

（１）評価が伸びた項目 

右のグラフにおける「教職員の対

応が丁寧である」「便りなどを通じて

学校の様子が伝わるように努めてい

る」「体力向上に努めている」の３項

目については、昨年度と比較して特

に評価が伸びたものです。  

通常登校ができるからこそ、子ど

もたちのそばに寄り添えることを心

掛けた教員たちにとっては励みにな

ります。  

また、２学期まで授業参観が実施

できなかったからこそ、学校での子

どもたちの様子を伝えようと努めた

ことも評価していただき、次年度も

継続できるよう努めてまいります。  

体力向上については、一年間登校

ができ毎日外で遊べたことや、シラ

チャグランプリ（長縄大会）や学年ス

ポーツ大会等の練習を通じて体力の

向上が図られたことを評価いただい

たと考えます。しかし、これらの結果

に甘えることなく、さらに体力の向上が図られるよう、新年度は以下の取組を実施します。  

・毎週水曜日の昼休みを「ロングタイム昼休み」とします。  

・小中合同の運動会を実施します。  

・体力テストを新年度も実施し、結果の比較分析をとおして体育授業の改善に努めます。  
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（２）評価が大きく下がった項目 

「家庭学習によく取り組んでい

る」の項目については、「そう思う」

「ややそう思わない」の数値が大き

く下がりました。昨年度の在宅学習

から家庭学習の時間が減っている印

象を受けることも要因の一つと考えられますが、発達段階に合った適切な家庭学習の量などを

見直し、よりよい家庭学習のあり方を検討します。  

 

（３）次年度重点的に取り組む項目 

本年度は昨年度まで実施していた

在宅学習（オンライン授業等）がな

く、すべて対面での授業を実施でき

ました。当然のことながら、オンライ

ンより対面での授業の方が理解しや

すく、個に応じた対応もできます。し

かし、「個々に応じた分かる授業作りに努めている」の項目の評価が昨年度とあまり変わらず、

むしろ否定的なご意見が増えたことは反省すべきことと捉えています。  

そこで、関係教員で構成するプロジェクトチームを立ち上げ、教員の授業改善や子どもたち

の学力向上などに努めてまいります。 

 

以下、昨年度取り上げた項目の比較グラフも掲載しますので、参考にしてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度も保護者の皆様の声を真摯に受けとめ、よりよい学校づくりに努めてまいりますので、

引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。  



 

 

 

 第８学年主任 田中 信裕  

先月、１月１１日（水）〜１３日（金）の３日間、シラチャ校８年生はチェンマイ・チェンライ

方面へ 修学旅行に行ってきました。２泊３日の限られた時間ですが、家族のもとを離れ、友達と

昼夜を共にする３日間、シラチャで過ごす日常とは違う環境での特別な３日間です。  

 修学旅行のねらいは「国際理解」「自主自立・協調性」「集団行動」の３つ。タイ国に住む人々

の生活や文化、習慣などに触れ、活動を通して自主性・協調性を身に付ける。そして集団の中で自

分の役割を果たすことを通して、集団生活の楽しさを味わうとともに、責任を持って集団で行動す

る意欲を高めることでした。 

 事前の取り組みでは、夏休みの課題からASEAN諸国についての調べ学習を行いました。各国の地

理的な位置や観光スポット、政治や経済についてまた伝統文化や食文化についてもそれぞれ調べた

い国の調査を行いました。それをもとに生徒が各国の大使（代表者）となり チェンマイ・チェン

ライの修学旅行へ「視察調査」という目的で行動しました。 

「SOASEANの昼食場所での食文化」「ASEANセンターでの各国の伝統や文化について」「チェンマイ

の歴史」「セラドン焼きのルーツ」「ゴールデントライアングルを見て感じたこと」「タイから見

えるミャンマーやラオスの景色」「ナイトバザールでの少数民族たちの伝統的な模様」「チェンマ

イチェンライ近郊の少数民族のルーツ」「カレン族の首飾り手首の飾りの意味」「ワットロンクン

のデザインについて」「お寺の参拝の時の３回のお辞儀の意味」など、修学旅行（視察）を通して

観光客はどんな魅力に惹かれてタイに来るのか、そして担当国の大使として活かせそうな場所はど

んなことか、など課題を持ちながら学習に関連付けた修学旅行になりました。 

 今回の修学旅行を通して、学習集団の規則や時間を守り、学校における学習活動を充実させるこ

と、そして、この経験を通して、私たちと社会のつながりに気づき、仲間の大切さを再確認するこ

とができました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      
           
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

３月８日（水）は、第１４回卒業式が行われます。小６・
中３の児童生徒のみなさんは、これまで学部のリーダーとして、シ
ラチャ校の代表として、大きな力を発揮してくれました。そして、交
流学習会やシラチャ祭などの学校行事では、下級生のお手本と
なり、行事の大成功に貢献してくれました。ぜひ、ここシラチャ校で
学んだことを財産として、素敵な未来を築いていってください！！
卒業式では、みなさんの最高の晴れ姿が見れることを楽しみにし
ています。 
なお、小学１～４年生はこの日はお休みとなります。５年生と

７、８年生は在校生として式に参加をします。お弁当なしの早
めの下校となります。５年生は１０時００分、７、８年生は１
２時０５分のバス発車となります。ピックアップも、同じ時刻にお
迎えをお願いします。 

3 月 1０日（金）は修了式です。学期ごとに行われる、終
業式とは異なり、その学年の教育課程（学習内容）を全て修
めたことに対して行われるものです。式の後には、児童生徒のみな
さん一人ひとりに通知表と一緒に修了証書が渡されます。この１
年間いかがだったでしょうか？きっと１年前の自分と比べると、
色々な面で成長できたことと思います。ぜひ、最後まで共に切磋
琢磨してきた仲間や、お世話になった先生との時間を大切に過
ごしてほしいと思います。  

 

例年、お子さんが退学される保護者の方から「お世話になっ
た学級の友達にプレゼントを渡して良いですか？」という質問が
学校にきます。多くの子どもが編入したり、退学したりしていくのは
日本人学校の宿命です。お気持ちは理解できますが、一度そ
れを認めると、プレゼントを交換することがお子さんの編入・退学
時の慣例になってしまいます。編入・退学時の学校でのプレゼン
トの受け渡しは行わないよう、学校としては保護者の方々にこれ
までもお願いをしております。保護者の皆様のご理解とご協力を
お願いします。  

 

3 月 1０日（金）は、本年度シラチャ校を離任する教職員
の離任式も予定しています。卒業学年の６年生と９年生も参
加することができます。参加有無についての確認のグーグルフォー
ムを６、９年生対象に２月２４日に配信していますので、３月
３日（金）までにご回答いただきますようお願いします。  

202３年４月からの年間行事予定を２月２２日（水）に
グーグルクラスルームに配信しました。各学年の校外学習等の日
程につきましては、調整後に掲載します。また、変更等がありまし
たらお知らせをしますので、よろしくお願いします。 


